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平
成
二
七
年
度
春
季
慶
應
法
学
会
は
、「
災
害
復
興
と
地
方

『
創
生
』」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、
六
月
二
七
日
（
土
）、
東
日

本
国
際
大
学
（
福
島
県
い
わ
き
市
）
に
て
行
わ
れ
た
。

　

日
本
の
存
続
と
発
展
を
か
け
た
課
題
と
し
て
「
地
方
創
生
」

の
必
要
が
謳
わ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
の
有
効
な

処
方
箋
は
、
依
然
と
し
て
見
い
だ
せ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
昨
年

五
月
に
は
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
設
置
さ
れ
た
有
識
者
組
織

「
日
本
創
生
会
議
」
に
よ
り
、
二
〇
四
〇
年
に
全
国
八
九
六
の

市
区
町
村
が
人
口
減
少
に
よ
り
消
滅
の
危
機
に
瀕
す
る
と
の
見

通
し
が
発
表
さ
れ
、
国
民
の
間
に
も
危
機
意
識
が
醸
成
さ
れ
た
。

果
た
し
て
国
が
推
し
進
め
る
「
地
方
創
生
」
は
、
日
本
の
未
来

を
救
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
。「
地
方
創
生
」
の
制
約
要
因
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
東
日
本
大
震
災
の
み
な
ら
ず
原
子
力
発
電

所
事
故
に
よ
り
二
重
の
被
災
地
と
な
っ
た
福
島
は
、
地
方
の
将

来
を
模
索
す
る
上
で
何
ら
か
の
良
き
／
悪
し
き
モ
デ
ル
に
な
り

う
る
の
で
は
な
い
か
。
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
法
律
・
政
治
各

方
面
の
専
門
家
お
よ
び
実
務
家
が
、
福
島
と
い
う
地
で
、
地
方

の
現
実
に
即
し
た
意
見
を
発
信
し
、
交
換
す
る
場
と
し
て
、
多

く
の
会
員
の
関
心
を
惹
き
つ
け
た
。
ま
た
、
い
わ
き
三
田
会
の

全
面
的
な
協
力
を
得
て
、
一
般
へ
の
公
開
と
い
う
か
た
ち
で
開
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催
さ
れ
た
た
め
、
二
〇
〇
人
収
容
の
会
場
が
ほ
ぼ
埋
ま
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
二
部
構
成
で
行
わ
れ
た
。
ま
ず
、
片
山
善

博
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
よ
り
、「
災
害
復
興
と
地
方

『
創
生
』」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
未
曾
有

の
大
震
災
に
際
し
「
異
次
元
」
的
対
応
が
求
め
ら
れ
る
な
か
、

政
府
に
よ
る
予
算
編
成
は
遅
れ
、
予
算
執
行
に
は
多
く
の
逸
脱

が
見
ら
れ
た
。
片
山
教
授
は
迅
速
か
つ
効
果
的
な
対
応
が
と
ら

れ
な
か
っ
た
経
緯
を
振
り
返
り
、
大
震
災
と
い
う
危
機
に
直
面

し
て
も
な
お
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
の
共
有
が
な
さ
れ
な
い
政
治
の

現
状
を
糾
弾
し
た
。
片
山
教
授
い
わ
く
、
こ
う
し
た
問
題
の
根

源
は
、「
平
時
」
に
こ
そ
あ
る
。「
地
方
創
生
」
の
た
め
に
は
、

地
元
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し
た
経
済
建
設
へ
の
長
期
的

な
取
組
み
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
中
央
官
僚
組
織

は
、
予
算
執
行
の
年
度
主
義
に
と
ら
わ
れ
、
短
期
的
・
表
面
的

効
果
ば
か
り
を
追
い
求
め
る
。
こ
う
し
た
「
平
時
」
の
構
造
的

問
題
を
克
服
し
て
は
じ
め
て
、
危
機
へ
の
対
応
が
可
能
に
な
る

の
で
あ
る
。
鳥
取
県
知
事
、
さ
ら
に
は
総
務
大
臣
と
し
て
の
経

験
に
基
づ
く
片
山
教
授
の
講
演
は
、
一
言
一
言
が
非
常
に
重
く
、

説
得
力
に
満
ち
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

片
山
教
授
の
講
演
に
続
き
、
三
名
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
加
わ
り
、

パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
は
じ
め
に
、
工

藤
敏
隆
・
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
准
教
授
よ
り
、
民
事
訴
訟
法

の
専
門
家
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の
損
害

賠
償
に
関
わ
る
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。
低
線
量
被
曝
・
精
神

的
被
害
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
崩
壊
な
ど
目
に
見
え
な
い
損
害
を

ど
の
よ
う
に
測
定
し
、
賠
償
の
公
平
性
を
担
保
す
る
か
。
可
動

性
・
柔
軟
性
と
公
平
性
を
い
か
に
し
て
両
立
さ
せ
る
か
︱
︱
原

子
力
損
害
賠
償
紛
争
解
決
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
セ
ン
タ
ー
は
多
く
の
課

題
に
直
面
し
て
い
る
。
工
藤
准
教
授
の
コ
メ
ン
ト
は
、
原
子
力

発
電
所
事
故
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
個
人
の
レ
ベ
ル
に
深
刻
な

亀
裂
を
生
ん
だ
事
実
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

続
い
て
石
崎
芳
行
・
東
京
電
力
福
島
復
興
本
社
代
表
（
慶
應

義
塾
大
学
法
学
部
卒
）
よ
り
発
言
が
あ
っ
た
。
石
崎
氏
の
発
言

は
、
東
京
電
力
と
地
元
の
人
々
と
の
間
に
長
年
に
わ
た
り
築
か

れ
て
き
た
信
頼
関
係
が
、
今
次
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り

失
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
真
摯
な
反
省
に
貫
か
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
雇
用
・
産
業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
・
環
境
を
統
合

的
に
考
え
た
場
合
に
、
地
方
と
企
業
の
間
に
は
い
か
な
る
関
係

が
望
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。

　

福
迫
昌
之
・
東
日
本
国
際
大
学
副
学
長
（
慶
應
義
塾
大
学
商

学
部
卒
）
は
、
地
方
の
視
点
か
ら
、
福
島
の
復
興
を
論
じ
、
行
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動
さ
れ
て
き
た
社
会
学
者
で
あ
る
。
そ
の
福
迫
教
授
よ
り
改
め

て
語
ら
れ
た
の
は
、
科
学
の
無
力
さ
、
さ
ら
に
は
国
が
し
か
る

べ
き
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
こ
と
の
必
要
性
で
あ
っ
た
。

震
災
後
の
福
島
の
状
況
を
、「
震
災
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
問

題
が
、
震
災
に
よ
り
噴
出
し
た
」
も
の
と
認
識
し
、「
異
次
元
」

に
対
応
し
つ
つ
「
平
時
」
の
改
革
の
重
要
性
を
訴
え
る
福
迫
教

授
の
見
解
は
、
片
山
教
授
の
講
演
と
も
重
な
り
合
い
、
非
常
に

印
象
深
か
っ
た
。

　

そ
の
後
に
展
開
さ
れ
た
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る
議
論
は
、

国
と
地
方
自
治
体
、
自
治
体
と
住
民
、
住
民
間
の
関
係
、
官
僚

機
構
・
議
会
・
司
法
・
企
業
・
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
に
及
ん
だ
。

復
興
・「
創
生
」
を
阻
む
問
題
は
、
重
層
的
・
多
元
的
構
造
を

な
し
て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
共
有
せ
ず
に
、
各
々
が
自
己
保

身
・
自
己
利
益
を
優
先
さ
せ
る
結
果
と
し
て
、
浪
費
が
か
さ
み
、

広
域
的
・
包
括
的
再
建
が
難
し
く
な
る
。
個
別
の
利
益
を
超
え

て
、
人
口
流
動
を
踏
ま
え
た
地
域
横
断
的
な
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ

イ
ン
を
描
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

司
会
者
と
し
て
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、
地
方
の
復
興
・「
創

生
」
を
考
え
る
こ
と
と
は
す
な
わ
ち
、
日
本
全
体
の
福
祉
や
民

主
の
あ
り
方
を
問
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
日
本
の
政
治
に
深
く
根
ざ
し
た
問
題
を
克
服
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
国
民
一
人
一
人
の
関
わ
り
が
問
わ

れ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
た
。

　

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
福
迫
教
授
が
、

実
行
委
員
長
兼
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
尽
力
く
だ
さ
っ
た
。
末

筆
な
が
ら
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。


